
 

令和 6 年度                     

重点確認項目（指導者研修） 
 

 

 

1.審判・打順表の交換   

 

 

 

2.試合のスピード化・マナーに関する確認事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2023年度 規約・必携並びに協議会の大会

規約改訂された項目の確認 

（改訂の重要と思われる項目抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①  審判  4 人制とする   

②  第 1 試合目試合開始予定 40 分前、第 2 試合目以降は前の

試合 3 回終了時大会本部で行う。  

                          

① 投手が投手板に触れて投球位置についたら、投手の動揺を誘う声を発し

ない。 

② 投手の基本的なルールを徹底させてください。（特に） 

1） 投手は投手板に触れてサインを見なければならない。（5.07a） 

2） 返球を受けた投手は、速やかに投手板に着き投球動作に入ること。 

3） 遅延行為とみなされる投手の牽制球はやめさせる。 

③ 攻撃側 

1） 第一打者・次打者・コーチャーは所定の位置に速やかに着くこと。 

2） サインは必ず打者席内でみること。 

3） 内野手が投手に返球するときは、定位置で返球すること。マウンドまで

持っていかせない。 

4） 内野手がアドバイスなどでマウンドに近づかないよう注意する。 

 

＊他にもありますが令和 6年度は特に列記した項目に意識を強く持ってスピー

ド化に努めて頂きたい。 

 

現行 改正 

投手が投球動作を開始したら、

投手の動揺を誘うような声を発

しない 

 

投手が投手板に触れて投球位

置についたら投手の動揺を誘う

ような大きな声を発しないこと 

新規 学童部、少年部の試合において

は、ベンチ内の大人がいかなる状

況であっても、選手を委縮させる

ような言動を禁止する 

（当会はグッドマナーとして

2023年度導入） 

 

攻守交代時の準備投球の捕球

については最低限マスク着用・・・ 

準備投球を捕球する際は、捕

手に求められる用具をすべて着

用しない限り、立って捕球するこ

と。（ブルペンを除き指導者の捕

球は禁止します） 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年度の大会で発生した事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野球規則 5-10K の一部明確

化 

控え選手がベンチを出て守備練

習を見守ることおよび、投手の準

備投球に合わせて素振りするこ

とを禁止する。          

（全国大会共通） 

 

ヒット・バイ・ピッチについて 打者が頭部に「ヒット・バイ・ピッ

チ」を受けたときは、その程度を

問わず臨時代走の処置を行う。

臨時代走は、投手を除くとする。 

  

走者が、フェアーボールに、フェアー地域で触れた場合 

 

 原則としてすべてアウトであることを明確化。 

例外 1）いったん内野手（投手含む）に触れたフェアーボールに

触れた場合。 

例外 2）1人の内野手に触れないでその股間または側方を通過

したフェアーボールに、すぐその後方で触れても、この打球

に対して、他のいずれの内野手も守備する機会がないと

審判が判断した場合。 

この 2 つのケースは、いずれも守備側のミスした打球まで避けること 

を走者に課すことができないとの考えかたから定められている。 

（2020年度改正） 

 

監督またはコーチが 1 イニングに同一投手のもとへ 2度行った場合 

 

 投手は自動的に交代しなければならない。 

 

 軟式野球連盟では交代した投手が、野手として守備に着くことが

許される。なお他の守備位置に着いたときは、同一イニングに再び投

手に戻れませんので注意してください。 

 

                                          以上 

 

 

 

 


